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憶
熱

を
か
た
む
け
て
い
る
こ
と
煤
、

心
強
い
限
り
で
あ
る
。
　
ぺ
“

伝
統
を
誇
る
運
動
部

クラブ活動

音

楽

部

も

進

出

…

昨
年
も
／
i
一
昨
年
も
、

そ
し
て
そ
の
前
牢
も
、

母
校
の
後
藤
学
長
は
、

れ
る
も
の
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
報
の
気
合
の
入
っ
た
牒
習

風
景
に
必
ず
目
を
向
け
容
を
一

屋
上
に
は
ア
ン
テ
ナ
塔

母
校
名
醇
が
誇
る

Q
水
銀
整
流
器

国
体
愛
知
県
選
手
団
の
副
団
長

と
し
て
各
地
に
燵
闘
き
れ
た
。

こ
の
勇
溝
の
下
に
弱
卒
な
し
。

母
校
の
ク
ラ
ブ
流
動
は
県
下
で

も
屈
指
に
値
す
る
。

△
昏
球
都

先
輩
の
築
き
上
げ
た
伝
統
を

堅
持
す
る
名
門
蜂
球
部
は
、

の
地
味
で
着
実
な
練
習

に
樺
太
な
成
績
を
あ
げ

名
霞
＼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

が
全
国
に
と
ど
ろ
い
た
。

ち
昨
年
の
第
三
国
イ
ン

ハ
イ
並
に
国
体
ま
で
達

回
擾
勝
浪
そ
れ
で
あ
る
。
…

△
野
球
蔀

三
十
二
年
度
全
国
高
楼
卓
球

誕
生
わ
ず
か

二
回
戦
に
ま
で
進
出
し
た
こ

と
は
、
l
／
末
だ
記
憶
に
新
し
い

そ
／
の
ほ
か
、
柔
道
、
劇
導
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
∵
重
量
拳
、
陸
上

の
各
部
も
、
夫
々
い
づ
れ
劣
ら

ぬ
粒
揃
い
で
あ
る
が
、
一
方
文

化
ク
ラ
ブ
を
見
渡
す
と
、
ま
ず

音
楽
部
を
紹
介
せ
ね
は
な
ら
ぬ

△
音
楽
部
（
吹
奏
楽
団
）

第
一
回
市
部
百
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
中
部
県
下
第
二

位
を
収
め
、
大
い
に
そ
の
実

力
を
発
揮
し
た
、
一
月
末
楽

ノ
〟
団
生
徒
の
増
加
に
と
か
な
い

従
来
の
二
十
九
名
よ
り
一
躍
一

四
十
名
メ
ン
バ
ー
の
大
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
に
発
展
し
た
。

こ
の
ほ
か
文
通
に
よ
っ
。
て
世
界

各
地
の
青
年
と
友
情
を
結
ぶ
郵

便
友
の
会
や
、
部
員
一
〇
〇
名

を
擬
し
て
ラ
ヂ
オ
、
テ
レ
ビ
な

ど
の
組
立
研
究
に
い
そ
し
む
工

作
部
な
ど
が
あ
る
。

最
後
に
各
部
の
陣
頭
に
立
っ

て
年
1
ド
ル
て
お
ら
れ
る
指
導

先
生
を
御
紹
介
し
ま
ナ
ち

後
藤
淳
先
生
紹
介理
襲
長
後
藤

先
住
の
愛
婿

で
あ
り
、
学

閥
の
新
し
い

光
明
と
し
て

迎
え
た
後
藤

棒
先
生
は
、

△
野
球
部
　
鈴
木

△
柔
道
部
　
吉
田

△
鍵
道
都
　
安
藤

△
音
楽
部
　
補
納

隆
氏
武
民

兵
一
氏

照
美
氏

同
窓
会
だ
よ
り

昭
和
二
十
八
年
三
月
、
名
犬
工
学
部
竃
気
工
学

科
を
卒
業
、
同
年
舶
用
か
ら
三
十
一
筆
一
宮
ま

で
名
大
工
学
部
大
学
院
に
在
っ
て
敬
寵
現
象
を

研
修
ぜ
ら
机
だ
。
聾
を
終
え
て
か
ら
は
、
車
夫

製
作
所
の
研
究
謀
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
が
、
時

事
九
月
か
ら
本
学
園
に
赴
任
。

l
ぜ
ら
ね
た
。
日
管

温
雅
、
秀
才
型
の
姥
学
究
。
御
寅
男
泰
之
C
や

す
ゆ
き
君
が
禿
筆
す
な
わ
ち
、
顕
細
三
十

一
一
事
二
月
二
月
に
誕
堂
せ
ら
れ
て
、
理
肇
長
一

家
の
お
顔
が
は
撫
か
し
と
察
し
ら
れ
る
。

堀 お＿） i棚 ili冨i 内

雪
害
婁
重
宝
－
－
三
言
－
－
ぎ
ー

鶏態
蜜幾
驚熊態 瑳i

鶉 騒 猷

i纏 潜 ∴三．∴：懇ろ∴∴
晶∴
′校 閲串
i球 i壷 i／大 霜 色／壷 譲 受 語 意 轟

蛭
iiii

　 一翼 崎
∴∴∴ ∴ ∵

一部 言 ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ：

／“‾＿i騒ケ∴一議； ∴ 藩 彊雪　 江 塵 、 ∴。端 緒 端 華 ／昨鵠

讃澱滋綴、轡籍i製

滋　／、．鱗綴蕉
、－　ノ、i＿ 態 にi＼一言七十十∴言豊実　　 i／、交／階し建、べ四 、に南軍隼：のi投

∴／〆∴ ∴．∴∴： i饗 i＿－：：詰：∴絹 ∴由 極 目 i盤 プ　 醜 紹 網 羅 ；絡 評 籍　　　こ∴‾掠ゴ　　 ーi Oi立 （班てi・些　 ∵磨

i新、下iい＼員
L iiさ1、出1万
い りし＼カ
野 、、て想

∴∵：／i．：灘荻，∴〟∴∵．∴∴∴∴∴
期待される＼母校め

い音＼員のi諒
脊信iで．揺 ら
iのの す球．九
部な Oi郡毎i

1、ノ綴緑
野

雷召
和
七
、年、

・■ii波涛－i i綜
∴た∴

高 畠∴蕾繁 鍛
えの／／が雷触 －：
ま：念iと／＿（つ∴÷
せにi懐－て：

　　　 設 i一箪i陣頭 諸 日成　　、∴、備∴ま∴六レ霜夜を一 美

，　　 を ／し十㌢が∴短み∴ 留お
よ蔀

iそ 長案 は
1万後
の藤
種先＼
は 生
i絢 で想す
二線か
が．ら

ゆ 1、つ
／辛1本言ぼ1
、と科 つi簿一生 や二軍言！、つ

iで二三一二でiき牽 き＿
ま、i（生iま
す、i）す
1°）は‾○
∴
．19＿

引＼1 1みす主
点 iスーへま
iiでノヾ バす、
／い ン iツ○
る∴をク自：
と配 ネ（勤、
’；iつiツi卓
二で ト・学、
年 ラを校／－
生 イ立＼の
がンiて∴片ii
は：をべ／す

Pi∴ケ
†∴∴∵
ブ∴、
等
の
用 へ
具 l
をス
積 ノ
んン
で
∴∴

∵∴ ∴ ∴∴

∴ ∴∴ ∴∴ ∴

ト窃 Oi体＿‾ドは
、i主i 今は も
∴： ∴ ∴∴

転 ‾∴畠とん
軍ヾ ‾動／変＼束 ，
’に 車 り‾∴覇
、／／ヾ－一挙ま∴町 －
iiツ＼接 し’で i

　 △△ △iO

の（いi君 主　 旧線動川 ／／一、年計 ‖電流糊

塗 龍 三 薫 蓮 ＿；縫 ・麗iii

れた き用屋1㌧し生は　■　お　き　　　 i△
／i。i筒御に三
∴ ；：∴ ∴言

、＿鰯 ‾語 掛

まぜ
んi
O 、：

：∴ ∴ ∴ 「 言 ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ 「

譜 韓 慕雷 彊 事 務 、∴シ∵れ守 各i綾部 ＼の卓i金一栄六誹
の／お弔∵が－忍 ii　　　 i i会‾鰹　　　　　iiiは∴之

名会
古 義

．∴ ：
市 すi

まi総（古 、／i電 i
灘 鞘

i路 盤 ＼同ii

iはiつ着‾えよ （を
‾今 で替 て∵つ11－－ひ

i ／で下しくで ろ二もi＼さ∴たる豆 iい‾

i忘iつど頃＿薗 i ま
きの i起e：り残野名

二二　 ∴ ∴ ：∴ ：

、脂 気＼

廿∴

ま、∴ 三 「：

i謹 i謹 l：鱗 ；きi

魚雷

ま雪′
∴

／（＼四祈

微でし飲ま念球寵
健はた武やな大同
闘母こ野んが会窓
を校と球＿？らにi会
一のは界け榎田を

∴ ：　 ∴ ∴　 ：

前 岡11°1、

脂 琴 i　C、1－－－

二 つ野＼i注にれ謄場＿名
画iて球し小どのし乗
＼ノぺ部か雲＿も記ま‾＼づ

ii鵠 ／i＼ま・　　　　　　　 闇罵

、二雷 i館　　 ン

∴二二二二三事 i：＼‾∵諦

∴ ∴ ∴ ∴ ∴ 「 ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴

由∴
勤iな
君お

∴∴∴∴尊堂卓
出ii

、営十／業七
＼所 園長一生
） の
か 西

．点∴長∴に
列 ∴、開
薦＼同．か
iさ窓＿れ
れ会 、
まよ母

iじ∵り校だ；六よ
○宋 り

i＼覚後睨藤
＼君学

1回iに∴i

＼ii曇謹 竃 霜＼

下車準i＼、 ）

i’すiiな部 消冨す記行iiのi＼まか同 も∴
：∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ 向∴

i露 競 漕 擬 離 縁 藩 ／i勇一雄義武郎閉鎖 一員／帝位iとiに∴なiば つ一

七O i七三一／九〇

∵）、／∵）））i））一幸 堅 雷 警碁会熊 言 弊 緯 ＼i伊 ∴動

弓終 記月業社長 i工 ∴す－（i新 i？

’縫繍縫i‾巌

：．鰯綴撥1

‘符・ 葦総

∴　　 ∴　 「∴ ∴　　 ∴一 ：排 ∵ 擢 轡 蹄 ．草書 撮＼
∴∴∴

∴∴∴∴汀：
∴．∴「∴ふ ∴　∴ ∴脂 五i／京たか N i藁 し素 面憲 ＼、優 彊 ∴聾藩∴京釜

∴ ：∴ ∴：∴半∴ ∴ ：∴ 会∴．：十㌧∴ ∴∴

離 籍 ：露親 藩曜 繚 鵜　　だ竹“i／‾、ねで∴臼二一｝
∴∴∴∴∴∴∴：∴∴

古な変区九
十り彊一港／圃
嘗「新発“－
しへ、町i

’務，

▼／、
長，／し非 で 強
IゝI
減；丁
　 （
を亨 徒 が 所気　　iヽ

：∴ ∴ ∴ 一引 す 見　 にで
∴受‾れ∴学∴軽／勤確
ーげでの校務＿久出こ転のi今君　　 激 者 れ 設iら　ガ際 職 中間）　 町居れ敵国 iき新田 ‾出“一・一 iO、松斑 だ 、／夜だ

：勤築慶
に「港港
六一∴し」だ備
七 1㌢i岡iの の

∴ ：∴ ∴ ∴ ∴： 「 ∴ ：∴∴ ∴ 「∴　　 ∴ 「∴ ∴ ：

i臓 ∴暮雲

黍i蓮i祭十
「：∴∴ ：
：iです、＼閲Y
i学外∵始－＼
i図1常圧′丁、二九錫：｝“二’＼九月
敬 “、ローi
蛋 古′i憲一饉

′へ目六＼国十 日、
三1，㌢1月男∵六一i｝
「 ∴ i上面1日 一、㌧∴ 「：∴∴

（任 国 ＼　 簑繁々 欝酔生i西　 子亀か憧 名／を　 ∴＼生命鍋卒 i

笠繕 ‾1割 i書手を
＼園i／
iき：

名 ／寵の野－ ＿曲 ら，では∴卒腰高iか十を靂葉蘭七
が吏‾次諜紫町美主導十日霜日韓ク 、業和“、－＼大出閲町壁嬢七
；：：∴「：言「牒 ∴ ：∴ ∴：∴豊：：∴ －「〕星

母
、、／穣
で

旧ダ∵∴駁111－
萬 ム＼三修 P
・校等∵寸∵学 で

離 離 籍 謙 韓 繚 繕 隷 蕪　　‾0　　　　　　 0

i粥 ∴憲言 継 “1

時芙優′へILノ間合
＼施勝串、“四（

譜 罷 ＼i∴ l

十学に月
八式就）

難 課星型 岐∴ 曙 講 憲一1㌢ 霊 需 ：華を

i結 ／、幸縞 詣 ∴ 。。校見余程 ii i糀 継〃－
∴ど芸、消
iし作：

lr ＼、▼
次：繍／下会＼ま得／
患号i集〝さ閲だ、レ

締 結 諦 i≡i編 ／∴謙 ／蓋畠 i名∴転 篭 ＼． －＿名∴饗 譜

i き
し
∴お
／寄せ「
｛下
、K∴き

：I「∴’“1日ロー／ll二職
∴技場
∴術 ニ
i論＿文∴l
∵な－iス

手は子言い値“支‾ま
1四 も、ネ9 の部す

11月参母節向くo i発＼加校は窓
ユ行いi先達 会 －
iで∵た生井や

な（す」か 凄い／け
きるiを ら、1、‾○で
んだ＼一 ほお今 き
のめi層 、l約後て

　　　　　　 ′上申：∴き 魯 ／拙 雑 書 ：最 ii謂 詣 蕊

∴築 後 子 亀 経 「吊 ノ離 日：壷巾 ∴橋 馬康一、

継続譜詰∴記章詰片品蒜膏：絹 襲霧：すiしと御ク
∴∴ ∴∴ ∴∴ 「：「：∴∴ ：　　 ：∴十十 ㌧：出： ： ：∴擁 「


